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1 は じ め に

東北地方の トウモロコンを加害するコメツキムシ類幼虫

には数種のクシヨメツキ類とトビイロムナボソコメツキが

知られている°。その中でクロツヤクシヨメツキハ々′αn。″s

αttaos“sは最も棲息密度が高い重要種である。

コメツキムシ類幼虫に対しては有効な防除薬剤が少なく,

難防除害虫となっているが,孵化まもない若齢幼虫は薬剤

に対する感受性が比較的高いと推測されるので,若齢幼虫

の発生時期を知ることは,防除の上で重要と考えられる。

クシヨメツキ属では卵期間が短いことが知られている種が

あるのでい,本種についても成虫の発生時期を知ることに

よって防除適期の把握が可能と推測される。

昆虫の発生時期を知るためには各種のトラップが使用さ

れるが,こ の研究ではクロツヤクシヨメツキの調査に適 し

た形式のトラップを明らかにするために,形式の異なる既

存の トラップヘのクロツヤクンコメツキの捕獲の特徴を比

較した。比較した トラップはプラックライトを使用した乾

式誘蛾灯
2),東

北農試式の糖蜜 トラップ2),サ ンケイ化学

製の昆虫誘引器の 3種である。サンケイ化学製の昆虫誘引

器は釣り下げ型で,衝突板の付いた 種́の水盤 トラップで

ある。

報告にあたり,サ ンケイ化学製の昆虫誘引器についてご

教示いただいた森林総合研究所東北支所昆虫研究室槙原寛

室長と,取 りまとめに際しご助言をいただいた東北農業試

験場害虫発生予察研究室宮井俊一室長にお礼中しHげ る。

2試 験 方 法

東北農業試験場内の畑作圃場または車地周辺に20Wの プ

ラックライト (捕虫用蛍光管 :「 I,20-BL)を 2本使用し

た乾式誘蛾灯を 3台 ,東北農試式の糖蜜 トラップを 3台設

置し,4月 からH月 まで捕獲されるクロツヤクンコメツキ

を毎日調査回収した。それぞれ同種の トラップ間は互いに

200m以上離して設置した。サンケイ化学製の昆虫誘」1器

は,自 .黄,黒の3色の物それぞれ 1台をオーチャー ドグ

ラス草地内の約15mの高さに設置 し, 5月 下旬から9月

上旬まで 1週間おきに調査回収した。誘引剤は使用 しなかっ

た。調査は1989年 と1990年の 2年間行った。雌雄の識別は

交尾器の精査によった。

3 試験結果及び考察

「
igurelに 各種 トラップでのクロツヤクシヨメツキ成虫

の捕獲消長を雌雄の区別をして,乾式誘蛾灯と糖蜜 トラッ

プについては半旬ごとの 3台合計の値を,3色の昆虫誘引

器については各調査日に同収した 3色の合計の値を示した。

また,Table lに 各種 トラップでのクロツヤクシヨメツキ

成虫の捕獲数と平均捕獲日,初捕獲日,最終捕獲口を雌雄

別の値とともに示 した。
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Tabfe L The number o[ Melanotus annasus caplured by lhrec
typcs of traps and capture date-

Light Trap l{olarsts Trap llanging Trap

r989

Total \umber Captured

Male

Female

Llnkno*n

Ilean Capture Daie

lor Male

Ior Femalc

Firsl Caplufe Date

lor Malc

Ior Female

Lasl CapLlre DaLe

lor Male

lor Female

捕獲数を雌雄間で比較すると, トラップで捕獲される個

体はクシヨメツキルイ ′

“

αれs° ,』∠ αω″ssしs'), ■グ

υοrらοrαπsl)に おいては雄の比率が高いことが知られてい

るが,ク ロツヤクシヨメツキにおいては雌の比率が高かっ

た。

各種 トラップでの捕獲個体数は1989年 には昆虫誘引器>
乾式誘蛾灯>糖蜜 トラップ,1990年には乾式誘蛾灯>昆虫

誘引器>糖蜜 トラップの順であった。各 トラップの形式が

異なるので単純な比較 しかできないが,両年とも糖議 トラッ

プでの捕獲数は極めて少なく,糖蜜 トラップはクロッヤク

シヨメツキの調査には不適当と判断された。乾式誘蛾灯で

は1989年 には少数の個体 しか捕獲できなかったが,1990年

には多数の個体が捕獲された。これに対 して,昆虫誘弓器

では両年の捕獲数の間に大きな差はなかった。 しかし,ど
ちらが現実のクロッヤクシヨメツキ成虫の個体数をより正

確に反映したものかは,こ れらのデータのみからは判断で

きなt、 捕獲時期に着目すると昆虫誘引器での捕獲は乾式

誘蛾灯より早い傾向にあった。また乾式誘蛾灯には電源が

必要であることも一つの制限要因であるので,発生時期の

モニターのためには昆虫誘引器のほうがより適当と判断さ

れた。

4 ま と め

クロツヤクンコメツキ成虫の発生時期調査に適したトラッ

プの形式を明らかにするため,既存の 3形式の トラップを

比較した結果,黄色の昆虫誘弓1器 を使用するのが適切と判

断された。
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22    自,黄,黒各色の昆虫誘引器における両年のクロッヤク

0   シヨメッキ成虫の捕獲数をTable 2に 示した。その結果 ,

」une 22   黄色の昆虫誘引器に補獲される個体数は有意に多かった。

」unc r   したがつて,3色の昆虫誘引器のうちでは黄色のものを使

」une 25   用するのが適当と判断された。
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Teble 2. The nrmber ol MeLanotus o/r4osus captured by
three colors ol hanging trap offered by Sankei
0hcmical Co.
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